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④⑧ 諸 使徒 へ の 信仰 


@ 庄 使 徒 へ の 信仰 と は : 次 の 事柄 を 確固 と し て 信じ る こと で す : 偉大 か つ 注 茂 な る アッ 
ラー が 全て の 民 に 、 か れ の み に イ バー ダ (上 崇拝 行為 ) を 捧げ させ 、 そ れ 以 外 の も の の 
崇拝 を 禁じ させ る べく 使徒 を 遺 わ され た こと 。 ま た 諸 使 徒 は 皆 ア ッ ラ ー か ら の 正直 な 
使者 で あり 、 ア ッ ラ ー が 彼ら に 託し て 遣わ され た も の を 全て 余す こと な く 伝 達し た と 
いう こと 。 そ し て その 内 の ある 者 は アッ ラー の み が そ の 詳細 を ご 存 知 で ある こと 、 な 
ご きす 。 





@ 諸 使徒 と その 追随 者 た ちの 教 育 : 





偉大 か つ 荘 厳 な る アッ ラー は 諸 使 徒 と その 追随 者 た ちら に 対し 、 ま ず 自 分 自身 が イ バ ー ダ 
(崇拝 行為 )、 タ ズ キ ヤ (自己 浄化 )、 考 祭 、 熟 應 、 妨 面 、 イ スラ ー ム の た め の あ ら ゆ る 形 
で の 犠牲 と いっ た 手段 を も っ て イー マー ン ' を 養う こと に 努力 する こと を 教示 され まし た 。 
アッ ラー が 全て の 創造 主 で も や り 、 そ の 御手 に こそ 全て が 委ね られ て お り 、 ま た か れ の み が 
崇拝 され る 対象 と し て ふさ わし いと いう こと が 明確 に 彼ら の 心 の 中 に 宿り 、 ま た 彼ら の 人 
生 に お いて イー マー ン が 十 全 な も の と な る た め 、 ア ッ ラ ー の 牧 言 葉 (つま り イ スラ ー ム と 
いう 教え ) が 興隆 し 高き に 達する べく 尽力 し 、 か つ そ の た め に 様々 な 物事 を 放棄 する こと 
を 教え られ まし た 。 そ し て その 次 の 段階 と し て イー マー ン や 正 し い 行 い を も っ て モス ク を 
建設 する な ど 、 適 正 な 環境 を 形 づ く る 事 に よっ て イー マー ン を 保全 する よう 努力 する こと 
を 勧め られ て いま す 。 

それ か ら 彼 ら は 、 イ スラ ー ム の 要求 する も の 、 及 び 彼 ら が イー マー ン か ら 得 た と ころ の 
も の が 要求 する も の に 答え る べく 、 努 力 し ます 。 彼ら は 、 彼 ら が どこ に あろ うと アッ ラー 
が 彼ら と 共に あり 、 彼 ら を 援助 され 、 彼 ら に 得 を お 恵み に な られ 、 彼 ら を 支え られ る と 信 
じ て い ます 。 そ れ は 丁度 バド ル の 役 や マッ カ 開 城 、 フ ナイ ン の 役 な ど に お いて ムスリム た 
ち が 勝 利 を 得 た と き の よ うな 状態 な の で す 。 そ し て 彼ら は 祭 高 な る アッ ラー の み に み クッ 
クル (アッ ラー の み に 全 て を 委ね る こと ) し 、 か れ 以 外 の 何 も の に も タタ ジッ クル みす る こと 
は あり ませ ん 。 それから 彼ら は 何 も の も 並べ る こと な く ア ッ ラ ー の み を 儲 拝 する こと へ と 
いざ な うべ く 、 彼 ら の 民 や 派遣 され た 使節 な どの 間 に イ ー マ ー ン を 広め る の で す 。 そ し て 
彼ら に その 法規 定 を 教授 し 、 主 の み し る し を 読ん で 聞か せる の で す 。 

至高 の アッ ラー は 仰 ら れ て いま す : 的 か れ (アッ ラー の こと ) こそ は 文盲 の 民 に 、 彼 ら 
自身 の 内 か ら 1 人 の 使徒 を 遣わ され た お 方 。( そ の 使徒 - つま り ム ハン マ ド - は ) 彼ら に 
その み し る し を 読ん で 聞か せ 、 彼 ら を (不信 仲の 汚れ か ら ) 清め 、 彼 ら に 啓典 と スン ナ を 
教示 する 。 そ し て 実に 彼ら は それ 以前 、 明 白 な 迷 要 の 中 に いた の だ 。 そ し て (ムハンマド 
は 、 彼 が 遣わ され た 民 が ) まだ 知ら な い 他 の 者 た ち に も (同様 に 遣わ ちさ れ た )。 か れ ( ア 
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1 訳者 注 :「8. イー マー ン と イー マー ン の 諸 特質 」 の 項 参 照 。 
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ッ ラ ー の こと ) は 強大 か つ 英 知 溢れ た お 方 で ある 。 こ れこ そ (アッ ラー が ) お 望み に な ら 
れ た 者 に 対す る アッ ラー の 恩恵 か れ は この 上 な い 恩 恵 の 主 で ある 。 BB (クル アー ン 
62: 4) 


人 @ 使徒 と は : アッ ラー が 天 啓 法 を 授け られ 、 か つ そ れ に 関し て 無知 な 者 た ちら に 、 あ る い 
は 知っ て いて も 背 反 する 者 た ち に 対し て その 伝達 を 命じ られ た 者 の こと を 言い ます 。 





@ 基 言 者 と は : アッ ラー が 啓示 を 授け られ た も の の 、 与 えら れ た 法 自 体 は それ 以前 の も 
の と 同じ も の で ある よう な 者 の こと を 言い ます 。 彼ら は 彼ら の 周囲 の 、 元 来 そ の 法 に 
属す る 者 た ち に 対し て それ を 教示 し 、 か つ 復 興す る の で す 。 こ うい っ た こと か ら 全 て 
の 使徒 は 預言 者 で ある と 言え ます が 、 そ の 逆 は 正しく な い の で す 。 








@⑯ 項 言 者 た ちと 諸 使 徒 の 派遣 : 


至高 の アッ ラー が 独立 し た 1 つの 天 啓 法 と と も に 使徒 を 遣わ ちさ な か っ た り 、 あ る い は そ 
れ 以 前 の 天 世 法 を 復興 させ る べく 預言 者 を 遣わ さなか っ た よう な 民 は 存在 し ませ ん 。 








1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 的 本 当 に われ ら (アッ ラー の こと ) は 、 各 々 の 民 
に 使徒 を 遺 わ し て 、「 ア ッ ラ ー を 祭 拝 し 、 タ ー グ ー ト “を 避け な さい 。」 と 命じ た 。 ( ク 
ル ゲ デーン 16 5.3) 





2 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 的 実 に われ ら (アッ ラー の こと ) は 導き と 光 を 有 
する トー ラー を 下 し た 。 イ スラ ー ム を 受容 し た (イス ラ エ ル の 民 の ) 台 言 者 た ちや 賢人 た 
ちや 大 学者 た ち は 、 そ れ で も っ て ユダ ヤ 教 徒 た ち を 裁 い て いた の だ 。 還 (クルアーン 5: 
43) 


@ 項 言 者 た ちと 諸 使 徒 の 数 : 


預言 者 た ちと 諸 使徒 ( 後 ら に 平安 あれ ) は 沢山 いま す 。 





1 一 彼ら の 内 の ある 者 は クル アー ン の 中 で アッ ラー に よっ て その 名 が 明白 に され 、 か つ 
彼ら に まつ わる 話 も 伝え られ て いま す 。 彼ら の 数 は 25 名 で す 。 








① アー ダム (アダ ム : 彼 に 平安 あれ ) : (そし て 実に われ ら (アッ ラー の こと ) は 以前 、 
アー ダム に (禁断 の 実に 手 を つけ ぬ よう ) 命じ た の だ が 、 彼 は 忘れ た 。 わ れ ら は 彼 
の 強固 な 意思 を 見 出す こと が な か っ た の だ 。( ) ク ルアー ン : 20 : 115) 





2 訳者 注 ・「 タ ー グ ー ト 」 に 関し て は 「2. タウ ヒー ド の 種類 」 参 照 。 
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② 至高 な る アッ ラー は 何人 か の 預言 者 と 使徒 た ち (彼ら に 平安 あれ ) に 言及 され 、 こ 


⑥ 





う 仰 られ まし た : (そし て それ ら は われ ら (アッ ラー の こと ) が 、 イ プラ ー ヒ ー ム 
(アブ プラ ハム ) に 対し その 民 に 向け て 授け た 明 証 で ある 。 わ れ ら は 望む 者 の 地位 を 
上 げ る の だ 。 実 に あな た の 主 は 英知 に 溢れ 、 全 て を 知り 尽く され た お 方 で ある 。 そ 
し て われ ら は 彼 に イス ハー ク (イサ ク ) と ヤ ア コー プ ブ (ヤコブ ) を 授け 、 両 者 を 導 
いた 。 ま た それ 以前 に ヌー フ (ノア ) も 導い た 。 そ し て その 子孫 で ある ダー ウー ド 
(ダヴ ィ デ ) 、 ス ライ マー ン (ソロ モン ) 、 ア イニ ユー プ (ヨブ ) 、 ユ ー ス フ (ヨセフ ) 、 
ムー サー (モー ゼ ) 、 ハ ー ル ー ン (アー ロン ) も (また 導い た )。 わ れ ら は この よう 
に 知識 に 秀 で 、 行 い の 正しい 者 に 報い を 与え る の だ 。 ま た ザ カ リー ヤー ( ザ カ リ 
ヤ ) 、 ヤ ヒヤ ー (ヨハ ネ ) 、 イ ー サ ー (イエ ス ) 、 イ リヤ ー ス (も 導い た )。 (彼ら 
は ) 全て 正しい 者 た ち で あっ た 。 そ し て イス マー イー ル (イシ ュ マ エル )、 ア ル テ 
ヤ サ ア 、 ユ ー ヌ ス (ヨナ )、 ル ー ト (ロト ) (も 導い た )。 わ れ ら は 彼ら 全員 を 、 全 
世界 に お いて 卓越 し た 者 た ちと し た 。 そ し て 彼ら の 祖先 や 子孫 、 兄 弟 た ちの 内 か ら 
ある 者 た ち を 選び 、 真 っ 直ぐ な 道 へ と 導い た 。 こ れこ そ ア ッ ラ ー の お 導き 。 彼 は そ 
の し も ゃ も べ の 中 か ら お 望み に な る 者 を 導 か れる 。 そ し て も し 彼ら が シル ク “* を 犯す の で 
あれ ば 、 彼 ら の (よき ) 行い は 必ず や 無 に 帰す で あろ う 。 彼ら (預言 者 と 使徒 た 
ち ) こそ は われ ら が 啓典 と 知識 と 預言 者 性 を 授け た 者 た ち で ある 。)) クレ アー ン 
6 : 83 一 89 ( 


イド リー ス ( 彼 に 平安 あれ ) : ( (ムハンマド よ 、) 啓典 の 中 (の この 章 ) か ら 、 イ ド 
リー ス に つい て 話し て 聞か せよ 。 実 に 彼 は 信心 深い 預言 者 で あっ た 。( ) ク ルアー ン 
19 : 56 ( 


フー ド ( 彼 に 平安 あれ ) : (アー ド の 民 は (アッ ラー か ら 彼 ら に ) 遣わ され た 者 た ち 
を 嘘つき だ と 言っ た 。 彼ら の 身内 の 者 で ある フー ド が 彼ら に 対し 、「 一 体 あ な た た 
ち は (アッ ラー の お 怒り と 懲罰 に 対し ) 身 を 慎 ま な い の で すか ?」 と 言っ た 時 の こ 
と を 思い 出せ 。 (フー ド は 言っ た ) 「 私 は 実に 1 人 の 誠実 な 使徒 な の で す 。」)) クル 
っ 0226.S129 25( 


サー リフ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) : (サム ー ド の 民 は (アッ ラー か ら 彼 ら に ) 
遣わ ちさ れ た 者 た ち を 嘘つき だ と 言っ た 。 彼 ら の 身内 の 者 で ある サー リフ が 彼ら に 対 
し 、「 一 体 あ な た た ち は (アッ ラー の お 怒り と 徐 凡 に 対し ) 身 を 健 まな い の で す 
か ?」 と 言っ た 時 の こと を 思い 出せ 。 (サー リ フ は 言っ た ) 「 私 は 実に 1 人 の 誠実 な 
使徒 な の で す 。」)) クル アー ン 26 : 141 一 143 ( 


シュ アイ ブ ( 彼 に 平安 あれ ) : ( 藤 の 民 は (アッ ラー か ら 彼 ら に ) 遣わ され た 者 た ち 
を 嘘つき だ と 言っ た 。 シ ュ ア イプ が 彼ら に 対し 、「 一 体 あ か た た ち は (アッ ラー の 
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訳者 注 :「4. シル ク 」 の 項 参照 。 


お 怒り と 徳 凡 に 対し ) 身 を 慎 ま な い の で すか ?」 と 言っ た 時 の こと を 思い 出せ 。 
(シュ アイ プ ブ は 言っ た ) 「 私 は 実に 1 人 の 誠実 な 使徒 な の で す 。」)) クレ アーン 
26 : 176 一 178 ( 


⑦ ズル テキ フ ル ( 彼 に 平安 あれ ) : (そし て イス マー イー ル (イシ ュ マ エル ) と アル = テ 
ヤ サ ア 、 ズ ル テ キ フル を 思い 出せ 。 皆 最良 の 者 た ち で あっ た 。)) クル アー ン 938 : 
48 ( 


⑧ ムハンマド ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) : 祭 高 な る アッ ラー は 仰 ら れ て 
いま す : (ムハンマド は ( 彼 が 授かっ た 本 当 の 彼 の 子 で も な い ) あな た 方 の 内 の 誰 の 
父親 で も な い 。 し か し アッ ラー の 使徒 で あり 、 最 後 の 預 言 者 な の だ 。)) クレ アー ン 
33 : 40) 








2 一 また 預言 者 た ちと 使徒 た ち (彼ら に 平安 あれ ) の 中 に は 、 私 た ち に と っ て その 名 が 不明 
で あり 、 か つ ア ッ ラ ー が 私 た ち に 彼ら に つい て 語っ て 下さ ら な か っ た 者 た ち も い ます 。 そ 
の よう な 者 た ち に 関し て も 、 私 た ち は そ の まま 信仰 する の で す 。 




















① 至高 の アッ ラー は 仰 ら ちら れ まし た : (そし て われ ら (アッ ラー の こと ) は あな た 以前 に 
も 使徒 た ち を 遣わ し た 。 彼 ら の 内 の ある 者 は あな た に 語っ て 聞か せ た が 、 あ る 者 は 
語っ て 聞か せな か っ た 。)) クル アー ン 40 : 78 ( 





②。 デア ーッ ィ ツ マー マダ ( 後 避 アッ シー の と 浦 飲 あれ ) は 言い まし た ょ リア デブ ーッ ル 
( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は こ う 言 いま し た : “私 は こう 言い まし た :「 ア ッ ラ 
ー の 使徒 よ 、 頓 言 者 の 数 は 何人 で すか ?」( ア ッ ラ ー の 使徒 は ) 言い まし た : 
「124000 人 で ある 。 そ し て その 内 使徒 の 数 は 315 人 に も 及ぶ の だ 。」"」 (アフマド と 
アッ テ タ バラ ー ニ ー の 伝承 9 











③ アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) が 伝え る 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か 
ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 、 審 判 の 日 に お ける と りな し に 関す る 伝承 の 中 で 預言 者 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こ う 言 いま し た :「( ア ッ ラ ー は と りな し 
定例 う も も で た ち に と う 爺 どれ る ) “スー ビン (ノア ) の も と へ 行く の だ 。” そし て 後 
ら は ヌー フ の も と へ 行き 、 こ う 言 う : “ヌー フ よ 、 あ な た は 地上 に お ける 最初 の 使 








徒 で す ・・・”」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 9) 
@⑯ 最後 の 使徒 : 
+ 別 の ハデ ィ ー ス に 依拠 し た 真正 な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フ マ ャ ド (22644)、 ア ッ ニ タバ ラー ニー (217 ン 8)。 





アッ テス イル スイ ィ イラ ト ・ ア ッ テ サ ヒー ハム (2668) 参照 。 
5 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3340)、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (194)。 
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最後 の 使徒 は ムハンマド ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) で す 。 至高 の アッ ラー 

は 仰 ち られ まし た : (ムハンマド は ( 彼 が 授かっ た 本 当 の 彼 の 子 で も な い ) あな た 方 の 内 の 誰 
の 父親 で も な い 。 し か し アッ ラー の 使徒 で あり 、 最 後 の 預 言 者 な の だ 。)) クルアーン 
33 : 40) 





⑱ デッラ ー は その 諸 使 徒 と 預言 者 た ち を 誰 に 遣わ され た か ? 





1 一 アッ ラー は 、 聞 言 者 た ちと 諸 使 徒 を 彼ら の 民 だ け を 対象 に し て 遣わ し まし た 。 崇高 
な る アッ ラー は 仰 ら ちら れ ま し た : 是 そ し て 全て の 民 に は 、 そ の 導き 手 が あ る 。 還 (クル ア 
ー ン 13 : 7 





2 一 アッ ラー は ムハンマド ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) を 、 全 人 類 に 向け て 
遣わ され まし た 。 彼 は 最後 の 預言 者 で あり 使徒 で 、 彼 ら の 内 の 最良 の 者 で す 。 ま た 彼 は ア 
ー ダ ム の 子 ら の 長 で あり 、 審 判 の 日 に は 賞 讃 の 旗 を 掲げ て いま す 。 ア ッ ラ ー は 彼 を 、 全 世 
界 へ の 慈 章 と し て 遣わ され まし た 。 














① 至高 の アッ ラー は 仰 ち られ まし た : 所 そし て われ ら (アッ ラー の こと ) は あな た を 、 
守 音 と 警告 を 告げ る 者 と し て 人 類 全 て に 向け て 遣わ し た 。 し か し 多く の 人 々 は 知ら 
な い の だ 。 思 (クルアーン 34 : 28) 





② 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 克 そ し て われ ら (アッ ラー の こと ) が あな た を 
遣わ し た の は 、 全 世界 へ の 慈悲 ゆえ に 他 な ら な い 。 eg (クル アー ン 21 : 107) 





@ 項 言 者 た ちと 諸 使 徒 を 遣わ すこ と に お ける 英知 : 


1 一 人 々 に アッ ラー 以外 の 何 か を 財 拝 する こと を 禁じ 、 ア ッ ラ ー の み を 上 代 拝 する こと へ 
と いざ な うこ と 。 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 抱 本 当 に われ ら (アッ ラー の こと ) は 、 
各々 の 民 に 使徒 を 遣わ し て 、「 ア ッ ラ ー を 人 崇拝 し 、 タ ー グ ー ト "を 人 避け な さい 。」 と 命じ た 。 
(クル アー ン 16 : 36) 








2 一 アッ ラー へ と 導く 道 を 明らか に する こと 。 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 争 か れ 
(アッ ラー の こと ) こそ は 文盲 の 民 に 、 彼 ら 自 身 の 内 か ら 1 人 の 使徒 を 遣わ ちさ れ た お 方 。 
(その 使徒 - つま り ム ハン マ ド - は ) 彼ら ちら に その み し る し を 読ん で 聞か せ 、 彼 ら を (不信 
仰 の 汚れ か ら ) 清め 、 彼 ら に 啓典 と スン ナ を 教示 する 。 そ し て 実に 彼ら ちら は それ 以前 、 明 白 
な 迷 記 の 中 に いた の だ 。6 (クル アー ン 62 : 2) 





3 一 審判 の 日 、 人 々 が 主 の 御 許 に 辿り 着い て か ら の 状況 そつ ま び ら か に する こと 。 吾 高 
の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 本 言え (ムハンマド よ )、「 人 々 よ 、 私 は あな た 方 に 対す る 








9 訳者 注 :「 タ ー グ ー ト 」 に 関し て は に 関し て は 「2. タウ ヒー ド の 種類 」 参 照 。 





明白 な 警告 者 で ある 。」 そ れ ゆ え 信 仰 し 正しい 行い を する 者 た ちら に は 、( ア ッ ラ ー か ら の ご 
褒美 と し て ) 罪 の お 赦し と 素晴らし い お 上 恵み (天国 ) が ある 。 し か し われ ら (アッ ラー の 
こと ) の み し る し が 実現 不可 能 な も の で ある と 主張 し 続け る 者 た ち は 、 地 獄 の 業火 の 住人 
な の で ある 。 還 (クル アー ン 22 : 49 一 51) 





4 一 人 々 に 対し て の 立証 。 崇 高 な る アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 是 (われ ら は ) 福音 と 警 
告 の 伝達 者 と し て 、 使 徒 た ち を (遣わ し た )。 そ れ は 彼ら の (派遣 ) の 後 、 人 々 に アッ ラ 
ー に 対す る 弁解 の 余地 が 残ら ぬ よ うに する た めで ある 。 四 (クル アー ン 4 : 107) 


@⑯ 項 言 者 た ちと 諸 使 徒 の 性 質 : 


1 一 全て の 預言 者 と 使徒 は 、 人 間 男 性 で す 。 偉 大 か つ 荘 厳 な る テッ ラー は 彼ら を 他 の し 
も べから 選 り 抜 き 、 選 りす ぐら れ ま し た 。 そ し て 彼ら を 聞 言 者 性 と 天 盛 の メッ セー ジ 
を も っ て 晶 越 し た 存在 と され 、 ま た 奇跡 の 数 々 に よっ て 彼ら を 援助 され まし た 。 ま た 
アッ ラー は 彼ら を 啓示 に よっ て 高中 な 者 た ちと され まし た 。 そ し て その 任務 を 課 し 、 
人 々 が アッ ラー 以外 の も の へ の イ バ ー ダ ( 祭 拝 行為 ) を 放棄 し 、 ア ッ ラ ー の み を 祭 拝 
する - そし て その 報奨 は 天国 で す - よう に いざ な うく 、 メ ッ セ ー ジ の 伝達 を 命じ ら 
れ ま し た 。 彼ら は その 任務 を 正直 か つ 忠 実に 、 余 すこ と な く 果 た し た の で す 。 























① 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 叫 そ し て われ ら (アッ ラー の こと ) が あ 
な た 以前 に 遣わ し た 者 た ち は 、 わ れ ら が 啓示 を 授け た 男 た ち だ け で ある 。 も 
し 知ら な い の な ら 、 記 典 の 民 に 訪ね て みる が よい 。 還 (クル アー ン 16: 
43) 





② 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 実に アッ ラー は アー ダム (アダ ム ) と 
ヌー フ (ノア ) 、 イ プ ブラー ヒー ム (アブ ラ ハ ム ふ ) の 一 族 と イム ラー ン の 一 族 
を 全 世 界 の 中 か ら 選 り 抜 か れ た 。 思 (クル アー ン 3 : 33) 





③ 至高 の アッ ラー は 仰 ち られ まし た : 号 本 当 に われ ら (アッ ラー の こと ) は 、 
各々 の 民 に 使徒 を 遺 わ し て 、「 ア ッ ラ ー を 祭 拝 し 、 タ ー グ ー ト "を 人 避 け な さ 
い 。」 と 命じ た 。 思 (クル アー ン 16 : 36) 


2 一 アッ ラー は 全て の 預言 者 と 使徒 に 、 か れ に 何 も の を も 並べ る こと な く か れ の み に 
イ バ ー ダ (( 奈 拝 行為 ) を 捧げ る こと へ と いざ な うこ と を 命 必 られ まし た 。 そ ぞ し て 全 で の 展 
に 、 そ れ ぞ れ の 状況 に 適切 な 天 世 法 を 定め られ た の で す 。 崇高 な る アッ ラー は 仰 ら れ ま し 
た : われ ら (アッ ラー の こと ) は あな た た ちの (共同 体 の ) 各々 に 、 法 と 明白 な 道筋 を 
授け た 。E (クル アー ン 5 : 48) 











7 訳者 注 :「 タ ー グ ー ト 」 に 関し て は に 関し て は 「2. タウ ヒー ド の 種類 」 参 照 。 
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3 一 至高 の アッ ラー は 聞 言 者 と 使徒 た ち を お 選び に な られ た 際 、 彼 ら を か れ の 「 し も 
べ 」 と いう 最高 の 位階 で も っ て 形容 され まし た 。 例 えば アッ ラー は 啓示 と いう 観点 に お い 
て 、 ム ハン マ ド ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に 関し て こう 仰 ら れ て いま す : 本 
万 有 へ の 警告 者 と すべ く 、 そ の し も ゃ も べ に 識別 (クル アー ン ) を 下さ れ た お 方 は この 上 な く 
上 高 で 僅 大 で ある 。6 (クル アー ン 25 : 1) また マル ヤム (マリ ア ) の 息子 イー サー ( イ 
エス ) に 関し て は 、 こ う 仰 ちら れ ま し た : 的 彼 は われ ら (アッ ラー の こと ) が 恩恵 を 与え 、 
イス ラ エ ル の 民 へ の み し る し と し た 1 人 の し も べ に 過ぎ な い 。EB (クル アー ン 43 : 59) 














4 一 全て の 預言 者 と 使徒 は (彼ら に 平安 あれ ) は 飲食 し 、 忘 れる こと も あれ ば 睡眠 も 
と り 、 病 に 置 され る こと も あれ ば 死 を 免れ る こと も な い 一 介 の 人 間 で あり 、 被 造物 で す 。 
彼ら は 他 の 被 造物 同様 、 ケ プー どー ザ や ウル ケー と 一 の 特質 を 備 そ て は いま せん 。 ゆえ 
に アッ ラー が そう お 望み に な ら な い 限 り 、 他 者 に 対し て 益 し た り 害 し た りす る 権能 を 持ち 
合わ せ て は いま せん し 、 ア ッ ラ ー の み が 所 有 し 管理 され る 全て の 宝庫 内 の いか な る も の も 
所 有する 権利 は 有 し ませ ん 。 そ し て アッ ラー が お 許し に な られ た も の 以外 、 不 可 知 の 領域 
に 関し て の 知識 を 得る こと も な い の で す 。 

崇高 な る アッ ラー は その 使徒 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に こ 2 う 
仰 ら れ ま し た : 配 言え (ムハンマド よ ) 、「 私 は アッ ラー が そう お 望み に な られ た も の を 除 
いて は 、 何 か を 益 する 力も 害する 力も 有 し て は いな い 。 も し 私 が 不可 知 の 領域 を 関知 し て 
いた ら 、 よ いこ と ば か り を 集め 、 災 難 は 回 避 す る こと が 出来 た だ ろう 。 私 は 信仰 する 民 へ 
の 1 人 の 警告 者 、 福 音 者 に 過ぎ な い の で ある 。」 思 (クル アー ン 7 : 188) 














@ 項 言 者 た ちと 諸 使 徒 の 特質 : 


預言 者 た ちと 諸 使 徒 は 最も 心 が 清浄 で 、 最 も 頭脳 が 明 思 で 、 最 も イー マー ン " が 真 黄 で 
あり 、 か つ 最 も 徳 の 優れ た 者 た らち で す 。 ま た 彼ら は 最も よく 宗教 を 完遂 し 、 最 も イ バ ー ダ 

(崇拝 行為 ) に お いて 活力 が あり 、 最 も 身体 的 に 完成 され 、 か つ 最 も 容貌 の 優れ た 者 た ち 
で も あり ます 。 アッラー が 彼ら に 与え られ た 諸々 の 特質 に は 以下 の よう な も の が あり ま 
す : 














1 一 アッ ラー は 彼ら を 磨 示 と メッ セー ジ の 伝 達 の た め に お 選び な り ま し た : 


① 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : アッ ラー は 使徒 た ち を 、 天 使 と 人 間 か ら お 選 
びに な る 。 eg (クル アー ン 22 : 75) 














? 訳者 注 : いわ ゆる 主 性 。 つ まり この 世 の 創 造 や 管理 、 所 有 や 支配 な ど に 関す る 権威 。 
9 訳者 注 : いわ ゆる 神 性 。 つ まり 真 に 崇拝 され る べき 権威 。 


























0 訳者 注 :「8. イー マー ン 」 の 項 参 照 。 
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② 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 町 言え (ムハンマド よ ) 、「 私 は 、 あ な た 方 の 系 拝 
すべ きも の は アッ ラー お 1 人 で ある こと を 記 示 され た 、 あ な た 方 と 同様 の 1 人 の 人 
間 に 他 な ら な い 。」 思 (クルアーン 18 : 110) 


2 一 彼ら は 、 人 々 に 信仰 教義 や 法規 定 を 伝達 する こと に お いて は 無 誠 で す 。 も し 誤り を 
犯す よう な こと が あれ ば 、 偉 大 か つ 荘 厳 な る アッ ラー が 彼ら を 真理 と 正道 へ と 連れ 戻し て 
くだ きい ます 。 

至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 札 沈 み 行 く 星 に か け て 。 あ な た 方 の 仲間 (ムハンマド 
の こと ) は (真実 か ら ) 迷い 去っ た の で も な けれ ば 、 誤 り を 犯し て いる の で も な い 。 そ し 
て 彼 は 私 欲 か ら (物事 を ) 話し て いる わけ で も な い 。 そ れ は 下さ れ た 啓示 以外 の 何 も の で 
も な い 。 僅 力 並び な い 者 (ジブ プリ ー ル : ガ プ リエ ル ) が それ を 教示 し た の だ 。@a (クル ア 
の 59 洲 赴 =) 








3 一 彼ら の 死後 、 そ の 遺産 は 継承 され ませ ん 。 

アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に ア 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : “私 た ち は 遺 産 を 残さ な い 。 私 た ちの 残し 
た も の は サダ カ (施し ) な の で ある 。"」( ア ルミ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 りり) 











4 一 彼ら の 眼 は 睡 上 也 を と り ま す が 、 そ の 心 は 眠り ませ ん 。 

アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満 違 あ れ ) が イス ラー ゥ ッ ( 夜 の 旅 ) に つい て 語っ た 伝承 に は 、 
こう あり ます :「 そ し て 問 言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は その 眼 は 眠っ て 
も 、 心 は 眠る こと が な い 。 同様 に 他 の 預言 者 た ち も ま た その 眼 は 眠っ て も 、 心 は 眠 る こと 
が な い の だ 。」( ア ル テ ブ ハー リー の 伝承 











5 一 死 が 迫っ た 際 、 現 世 と 来世 の 選択 を 提示 され ます 。 

アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 は アッ ラー の 使徒 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) こう いう の を 聞き まし た : “全て の 預 言 者 は ( 死 の ) 
病 の 床 で 、 現 世 と 来世 の 選択 を 提示 され る 。"」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 9 








6 一 亡くな っ た その 場所 に お いて 埋葬 され ます 。 

アブ ー・ バ クル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 は アッ ラー の 使徒 

( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) こう いう の を 聞き まし た : “預言 者 は 、 死 ん だ 場 
所 以外 に お いて は 埋葬 され る こと が な い 。"」 (アフマド の 伝承 














7 一 士 は 彼ら の 遺体 を 角 ゆ こと が あり ませ ん 。 





ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6730)、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1757)。 
ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3570)。 
ヒー ブフ ・ ア ル テ ブ ハー リー (4586) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2444)。 

和正 な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フ マ ド (27)。 サ ヒー フ ・ ア ル テ ジ ャ ー ミ アァ の (5201) 参照 。 
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帳 キ キキ 





\ 





アウ ス ・ プ ブン ・ ア ウス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い ま し た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : “あな た 方 に と っ て 最良 の 日 は 金 
曜日 で あや る ・・・"」 - そし て この 伝承 の 中 に は 次 の よう な 箇所 が あり ます - 「( 教 友 た ち 
は ) 言い まし た : “アッ ラー の 使徒 よ 、 私 た ちの 祈り が どの よう に し て あな た の 元 に 届く 
の で すか ? あ な た は (死後 ) 朽ち 果て て いる と いう の に ?”" する と 預言 者 (後に アッ ラー 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : “実に 偉大 か つ 荘 厳 な る アッ ラー は 、 大 地 が 預言 
者 た ちの 遺体 を 人 角 む こと を 禁じ られ た 。"」( ア ブー・ ダ ー ウ ー ド の 伝承 ) 














8 一 彼ら は 慕 の 中 で 生き て お り 、 礼 拝 し ます 。 





① アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 
平安 あれ ) は 言い まし た : 「 預 言 者 た ち は 墓 の 中 で 生き て お り リ 、 礼 拝 し て いる の だ 。」 
(アブ ー・ ヤ ァ ラ ー の 伝承 5) 








② アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら 
の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 私 は (エル サレ ム へ の ) 夜 の 旅 の 際 、 赤 い 砂 丘 
で ムー サー (モー ゼ ) の も と を 訪れ た 。 役 は 彼 の 墓 の 中 で 礼拝 し て いた 。」( ム スリ 
ム の 伝承 『) 








9 一 彼ら の 妻 は 彼ら が 要 っ た 後 、 誰 と も 結婚 する こと が あり ませ ん 。 

至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : あ な た 方 は アッ ラー の 使徒 を 害し て も いけ な けれ 
ば 、 決 し て 彼 の 死後 その 妻たち を 府 っ て も いけ な い 。 そ れこ そ は アッ ラー の 御 許 で また と 
な い 大 き な 罪 な の で ある 。 四 (クルアーン 33 : 53) 








全て の 預言 者 と 使徒 を 信仰 し な けれ ば な り ま せん 。 彼ら の 内 の 誰か 1 人 を 耕 定 し た 者 は 、 
彼ら 全員 を 否定 し た こと に な る の で す 。 ま た 彼ら に 関す る 伝承 で その 正当 性 が 確 証 され た 
も の に 関し て は 、 そ れ を 信仰 し な けれ ば な り ま せん 。 ま た 彼ら の イー マー ン " の 真 黄 さ 、 
タウ ヒー ド 信 仰 ? の 完全 さ 、 人 格 の 高潔 さ を 見 習う こと も 必要 で す 。 そ し て 私 た ち に 遣わ 
され 、 ま た 全 人 類 と 全 世 界 に 遣わ され た 最終 か つ 最 良 の 使徒 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー か 
ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 携え て きた イス ラー ム 法 も 実践 し な けれ ば な り ま せん 。 

至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 朴 信仰 (イー マー ン ) する 者 た ちよ 、 ア ッ ラ ー と その 
使徒 と 、 か れ (アッ ラー の こと ) が その 使徒 に 下 し た 啓典 と 、 そ れ 以 前 に 下 し た 全て の 啓 
典 を 信仰 せよ 。 アッラー と その 諸 天 使 と 諸 啓 典 、 諸 使徒 と 来世 を 信じ な い 者 は 、 実 に 伯 か 
遠く に 迷い 去っ て いる の だ 。 思 (クル アー ン 4 : 136) 























5 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (1047)、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (925)。 

9 伝承 経路 は 良好 。 ム ス ナ ド ・ ア ブー・ ヤ アァ ラー (3425) 、 ア ッ ニ スィ イル スィ イラ ト ・ ア ッ = テ サ ヒ ー ハ 、 (6@21) 参照 。 
7 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2375)。 

訳者 注 :「8. イー マー ン 」 の 項 参 照 。 

り 訳者 注 :「1. タウ ヒー ド 」 の 章 参照 の こと 。 
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@⑯ 詳 池 言 者 と 使徒 た ちら へ の 信仰 に お ける 成果 : 


1 一 偉大 か つ 注 厳 な る アッ ラー の 、 し も べべ に 対す る ご 慈悲 と ご 配慮 を 知る こと 。 か れ は 
人 々 を 彼ら の 主 へ の 崇拝 へ と 導き 、 ま た いか に か れ を 崇拝 する か と いう 手法 を 教え る 
GO 棚 bPODS 





2 一 この 恩恵 に 対す る アッ ラー へ の 讃 美 と 感謝 の 念 。 
3 一 度 を 越 さ な い 範囲 で の 彼ら へ の 愛情 と 人 賞 讃 。 彼 ら は アッ ラー か ら の 御 使い で あり 、 


か れ へ の イ バ ー ダ ( 侍 拝 行為 ) に 勤め 、 彼 の メッ セー ジ を 伝達 し 、 そ の し も べた ち に 
対し 多く の 助言 を し た の で す 。 
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